
1995年 兵庫 県南部地震 による淡路島北部のため池被害 と震央お よび断層 の関係

Re:ationship Epicellter alld Falllιs For Dalnage oF
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はじめに :筆者は、兵庫県南部地震による淡路島北部のため池被害について研究しているoつ 。こ

こでは、震央、野島 ・D2断層の影響について述べる。対象は淡路島北部旧5町 (淡路 ・北淡 東浦

一宮 ・津名)の 被害および無被害ため池について、約 100

個の現地調査、約 2000個について文書資料を整理 した.

本報では、その内 1562個を対象とする。

研究方法 :野島断層の影響を見るために、「野島 (断層)

領域Jを 設定した。野島断層の両端で、これに直交する

2本の線で区切つた (図1)。いわば、淡路島をこの2線で

切 り出した領域である.D2断 層についても同様に設定

した。都市圏活断層図
"に

よっているが、無名であつた

ので、このように呼称 した.野 島地震断層の一部ω とし め礎:“
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ているものもある.サンプル数、被害率等を表1に

示す.ア イテムは野島 D2が図1の 10項目74・73

カテゴリー、5町領域が 11項目134カテゴリーで

ある。多変量解析を数量化理論Π類でおこなつた。

数量化理論肛類解新結果i偏相関係数 (図2)から、

被害に最も関係するアイテムは、領域によつて異

なる.断 層距離のカテゴリースコア (CS)(図 3)

は、野島が500m(野 島断層から500～ 1000m内陸

側)、D2は 500m(D2断 層から0～ 500m海側)に

ピークがあり、両断層の中間で被害が多い。ここ
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9kmに は、 5

町領域、野

島領域共 に

ピー クがあ

る (図4)。こ

れ も震 度 7

地帯に相当

す る.断 層
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角度のCS(図 5)を 180度表示は、野島領域には、① 100度、②2010度 およぴ、⑤ 140度にも小さ
いがピークがある。震央角度 (図6)の ピークは① 100、② 160,③ 140、④ 10度と続く。このよう
に、断層、震央に対して正対および直交のピークがみられ、D2領域も同様で斜交にもピークがある。

考察 :断層角度 ・震央角度の被害特性は、地震学のダブル ・カップルモデル7)8)を 援用すれば説
明できる.点 震源を原点とした直交する2軸 (第1軸は断層線となる)考 える.エ ネルギーの放射
特性は,S波がこの2軸上に、P波はそれを45度回転した2軸方向に発する。つまり本研究の正対一

直交の被害はS波 、斜交はP波 に対応する。ただし、震源は野島断層の北東延長上にあるので、震
央正対のため池は、野島断層に直交となる (図1参照).そ の逆

もまた真である。これだけでは、どちらか判断できない。

数量化理論Ⅱ類では、アイテムに関係なく、CSが比較できる
(図7)。震央角度正対 (10度1位、0度 2位)が 、断層角度の直

交 (100度6位 )よ り大きい。したがって、野島断層の断層角

度直交の被害が多いのは、震央からのS波の地震エネルギーに

よると考えられる.し かし震央角度直交 (野島断層正対)の 被

害は、各領域が第 2軸 から離れているので、震央からのS波 と

は考えられない。また、野島近傍に500mにビークがあり、離れ

る程 CSは小さくなつている (図3)` したがって、野島断層も

S波 をだし、野島断層に正対のため池に被害が多いと考えられ

る.す なわち、兵庫県南部地震による野島断層周辺のため池

被害は、野島断層だけでなく、震央の両者が相まって被害を

生じたと考えると、これらの現象が説明できる。

また、震央距離 9km 12kmの 震度 7地帯は、野島領域、
D2領 域の多変量解析結果から野島断層および並走するD2

断層の影響が大きいのではないかと推察される。
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